
© 2021, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.

Lambda だけじゃもったいない。
サーバーレス開発の第二歩目を踏み出そう

橋本 拓弥

株式会社サーバーワークス

Takuya Hashimoto
Serverworks Co., Ltd

A - 2



■ 名前
橋本 拓弥 / Takuya Hashimoto

■ 所属
株式会社サーバーワークス
プロセスエンジニアリング部
コーポレートエンジニア
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• AWS Step Functions
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Speaker

■ SNS
Twitter: @hassaku_63
GitHub: hassaku63



■ 普段の仕事

開発よりの社内 SE
主に業務改善関係（バックオフィス多め）

・CRM (Salesforce)

・Python

・AWS Step Functions + Lambda

・Serverless Framework
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対象視聴者
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話すこと／話さないこと
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Agenda

• はじめに（前提の共有）

• 学習ステップの一例

• AWS CloudFormation と Serverless Framework

• ソースコードのモジュール構成

• Logging

• Test

• よくある（ありそうな）疑問点について
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■ 開発環境

• MacOS + VSCode

• Python (>= 3.6)

• Serverless Framework

• AWS Step Functions + AWS Lambda を用いた構成がメイン

■ 私の経験値（当時）

• AWS … 認定試験の出題範囲程度の理解はある

• Python … 普通に読み書きはできる程度

• Serverless Framework … ほぼ未経験、AWS CloudFormation は多少

前提事項
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学習ステップの一例
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学習ステップ
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学習ステップ

1. 主要概念を押さえる

1. Serverless Framework + 各種 AWS サービス

3. イベント駆動なアーキテクチャ

2. やってみる

3. それっぽい「書き方」を仕入れる
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主要概念

1. AWS Lambda + Serverless Framework (AWS CloudFormation)

2. AWS Step Functions

3. Amazon Simple Storage Service (Amazon S3)
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主要概念

1. AWS Lambda & Serverless Framework (AWS CloudFormation)

2. AWS Step Functions

3. Amazon Simple Storage Service (Amazon S3)
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主要概念

トピック 補足コメント

AWS Lambda
& Serverless Framework

何をするにも使うので最初に押さえる

・チュートリアル + 簡単な Bot アプリの作成などで開発の感覚を掴めば OK
・テンプレートの書き方に関するお作法は、早めに “型” を知っておくと捗る（後述）

AWS Step Functions

ちょっと複雑なことをやりたくなったときに使える、非常に頼れる手札
1つのロジックを複数のサブルーチンに分割するのに近い感覚で使う

以下のことを押さえておけば、実戦投入して十分活用できる（はず）
・Task, Choice が使える程度
・入出力の “Path” の概念を、動かしながら把握する

Amazon S3 Get/Put を SDK から実行できる程度に知っていれば OK
（使用機会も多く、馴染みやすいのでさほど苦労しないはず）
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イベント駆動なアーキテクチャ

登場人物 説明

イベントソースと
仲介役（ブローカー）

イベント（≒データ）の発生源あるいは仲介役となるサービス郡
Amazon SQS, Amazon Amazon SNS, Amazon Kinesis, 
Amazon EventBridge, AWS Step Functions など

イベントハンドラ
イベントを受け取って処理するロジック部分
必要に応じて後続（ブローカー）に処理結果を投げる
AWS Lambda, AWS Step Functions など
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イベント駆動なアーキテクチャ

event
broker

event
broker

event
handler

dabastore

event event
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イベント駆動なアーキテクチャ
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やってみる
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AWS CloudFormation と
Serverless Framework
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Serverless Framework
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Serverless Framework
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おすすめプラグイン
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テンプレートの書き方
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テンプレートの書き方

<-${Region}>
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テンプレートの書き方 - example

https://github.com/hassaku63/sls-env-example

https://github.com/hassaku63/sls-env-example
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テンプレートの書き方 - example

serverless.yml

キューの名前を環境変数から与える
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テンプレートの書き方 - example

serverless.yml
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テンプレートの書き方 - example

リソース識別子となる情報を環境変数で宣言
（Lambda の実行環境から参照可能）

service や stage といった変数を使うことで
他のスタック／ステージとのリソース名衝突を避ける

serverless.yml
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テンプレートの書き方 - example

libs/settings.py
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テンプレートを書くときに意識していること
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参考

https://gist.github.com/hassaku63/3447a4381e8001367093ddc61c5ae13f
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ソースコードのモジュール構成
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モジュール構成

モジュール構成の思想は（おそらく）
一般的な Web アプリとそう変わらない

• サービス単位でトップ階層を切る
• サービス横断で共通する低レベルなラッパー層を
置く場所として libs/** を使用

• AWS サービスやサードパーティなど
外部連携にあたるものをラップしておく

• ハンドラに近いコードほど抽象度の高い
インタフェースになるようにする
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モジュール構成の思想は（おそらく）
一般的な Web アプリとそう変わらない

• サービス単位でトップ階層を切る
• サービス横断で共通する低レベルなラッパー層を
置く場所として libs/** を使用

• AWS サービスやサードパーティなど
外部連携にあたるものをラップしておく

• ハンドラに近いコードほど抽象度の高い
インタフェースになるようにする

モジュール構成

libs

service-a/libs

handler(s)

service-b/libs

handler(s)

Service BService A
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Logging
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簡易的にでも JSON 形式を出すロガーを作っておく

• CloudWatch Logs Insights を利用して
フィールド名指定のクエリが可能になる

• Python ユーザーかつ新規プロジェクトであれば
Lambda Powertools Python [1] が推奨

JSON 形式でロギングを行う

[1] Lambda Powertools Python
https://awslabs.github.io/aws-lambda-powertools-python/latest/

https://awslabs.github.io/aws-lambda-powertools-python/latest/
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モジュール構成

モジュール構成の思想は（おそらく）
一般的な Web アプリとそう変わらない

• サービス単位でトップ階層を切る
• サービス横断で共通する低レベルなラッパー層を
置く場所として libs/** を使用

• AWS サービスやサードパーティなど
外部連携にあたるものをラップしておく

• ハンドラに近いコードほど抽象度の高い
インタフェースになるようにする
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Test
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Best Practice ?? 🤔🤔

• 王道的なものは（知る限り）まだない
• 構成図レベルでバリエーションが幅広いため、画一的な議論は難しい？

• 基本はユニットテストをしっかりやること
• テストピラミッドの足場から固めていくこと
• ロジックの具体的な実装はハンドラ関数から隠蔽して、ロジックをテストする
• モジュール構成の工夫をしつつ機能抽象度で雑にレイヤ分割
• DI ライクなアプローチを取り入れる（次のスライトで紹介）
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Unit Test

何らかの Client を扱う機能は、Client を外部注入可能なインタフェースを用意しておく



© 2021, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.

Integration / E2E

現在の実業務では、E2E のみテストケースを切って手作業で対応
■ Integration Test
• 粒度が細かすぎると費用対効果が薄い上に開発スピードが損なわれる

• Lambda ハンドラ1つ取っても permission の兼ね合いなど外部影響で失敗要素がある
• サーバーレス開発だと構成レベルから変更するケースが普通にある

• AWS 以外のサービス（主に SaaS 製品）とどう付き合うか？
• サービスの仕様や予算・データ移行の手間などなど、テスト用途に適した環境が用意できないことも
• 実環境を（支障ない範囲で）叩くか、mock response を差し込めるような実装に変え対応するか

■ E2E Test
• テスト専用の AWS アカウントを作って実際にデプロイしてしまうのが最もシンプル
• AWS 以外のサービスと（略）
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よくある（ありそうな）疑問点
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コンテナベースの実行環境について

SAM Local や localstack などのコンテナの実行環境とどのように付き合うか？

• 最初から進んで使うようなものではない
• ロジックに対するユニットテストを充実させる方がよほど重要
• Integration レベルのテストにはおそらく合わない

• ローカルの開発環境で素早く検証を回す目的では使えそう
• デプロイを待っている時間はなんやかんやで長い（集中力が切れる）

• 自動テストの枠組みに取り込む意義はあまり感じない
• 実際にデプロイした方がシンプルな上に確実
• そのコンテナ環境の構成もメンテし続けるんですか...？
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ピタゴラスイッチの構成理解がつらい

実際そう
• とはいえ普通に組み上げたら必然そうなる
• 結局はディレクトリ構成の設計やドキュメンテーションで補っていく

• 「この Lambda ハンドラはどのような役割で、どう呼ばれるか？」が見えると Good
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シークレットの扱い

API Key やクライアント証明書などの扱い

• 最初は dotenv と Lambda Function の環境変数で OK
• 慣れてきたら Parameter Store のパラメータに移行する
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AWS Step Functions はそんなに重要？

個人的には yes.
• AWS Step Functions は「デプロイでき、視覚化もサポートするフローチャートサービス」

• マネジメントコンソールでフローチャートを視覚化
• フローチャートを読むことで、そのサービスが「やりたいこと」の大枠を読解できる
• Amazon SNS への pushlish など、No Code でサービス連携できる選択肢がある

• 1本の Lambda Function に多くの仕事をさせたくない
• エラー発生時の原因特定が難しくなる
• Invocation timeout のハンドリングが難しくなる
• サブルーチン化と同じ感覚で積極的に分割するくらいでちょうどよい

• ログを有効化しておくことで、障害調査の情報源が増える
• 「実行」単位でエラーを捉えることができる
• コンソール上ではフローチャート上のどこで失敗したかが一目瞭然

• 失敗したジョブを手動でリカバリする場合のリトライが非常に簡単
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おわりに
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脱初心者してきた時期の振り返り
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脱初心者してきた時期の振り返り
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まとめ



Thank you!
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